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小
雨
模
様
の
６
月
20
日
（
土
）、
福
岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ

ル
を
会
場
に
、
令
和
８
年
度
公
益
社
団
法
人
福
岡
県
美
術

協
会
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
正
会
員
総
数
７
５
８
名

に
対
し
、
出
席
者
１
４
２
名
、
委
任
状
参
加
者
２
５
３
名
、

議
決
権
行
使
１
７
１
名
、
正
会
員
総
数
の
過
半
数
に
達
す

る
合
計
５
６
６
名
の
出
席
を
得
て
、
定
款
第
18
条
第
１
項
の

定
足
数
を
満
た
し
総
会
は
成
立
し
、
午
後
２
時
、
鐘
ヶ
江

副
理
事
長
の
開
会
宣
言
で
定
刻
に
開
会
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
当
日
ま
で
に
連
絡
が
入
っ
た
逝
去
者
９

名
に
対
し
、哀
悼
の
意
を
込
め
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

片
山
事
務
局
長
の
司
会
、嘉
村
事
務
局
参
与
の
進
行
サ
ポ
ー

ト
、
日
本
画
部 

德
永
特
任
事
務
局
員
、
洋
画
部 

田
浦
特

任
事
務
局
員
、
写
真
部 

小
林
特
任
事
務
局
員
、
洋
画
部 

野
出
会
員
の
場
内
誘
導
補
助
及
び
救
護
対
応
に
よ
り
総
会

は
進
め
ら
れ
た
。

　
宇
田
川
宣
人
理
事
長
の
挨
拶
で
は
、
昨
年
度
の
県
展
、

シ
ニ
ア
美
術
展
等
活
動
に
つ
い
て
総
括
、
福
岡
県
、
福
岡
県

教
育
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
る
令
和
11
年
予
定
の
新
美
術

館
開
館
に
向
け
て
の
展
望
等
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
来
賓
及
び
協
会
顧
問
、
名
誉
会
員
の
紹
介
。
代

表
し
て
福
岡
県
市
町
村
・
地
域
振
興
部 

文
化
局
長 

市
村

智
子
様
、
福
岡
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
社
会
教
育
課
長 

比
山
裕
隆
様
、
福
岡
県
立
美
術
館
館
長 

日
高
公
徳
様
及
び

福
岡
県
議
会
議
員 

今
林
久
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
、
議
長
を
務
め
る
宇
田
川
理
事
長
よ
り
、

書
部 

矢
野
萊
山
理
事
、
写
真
部 

西
村
美
代
子
理
事
に
議

事
録
署
名
人
が
委
嘱
さ
れ
、
書
記
に
は
洋
画
部
の
重
冨
貞

美
事
務
局
員
、
彫
刻
部
の
原
谷
明
広
事
務
局
員
、
記
録
撮

影
は
写
真
部
の
山
崎
政
男
事
務
局
員
が
任
命
さ
れ
た
。

　
続
い
て
議
事
に
入
り
、
下
記
の
通
り
進
め
ら
れ
た
。

【
報
告
事
項
】
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
法
人
管
理
報
告

【
審
議
事
項
】
令
和
７
年
度
決
算
の
承
認
⇒
南
谷
公
認
会
計

士
に
よ
る
補
足
説
明
、
筒
井
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
が
な

さ
れ
承
認

【
報
告
事
項
】
令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　
続
い
て
会
員
の
異
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
令
和
７
年

度
新
会
員
39
名
が
紹
介
さ
れ
、一
言
ず
つ
抱
負
が
述
べら
れ
た
。

　
会
員
在
籍
40
年
表
彰
で
は
対
象
者
４
名
が
紹
介
さ
れ
、

洋
画
部
江
口
登
会
員
が
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
倉
橋
専
務
理
事
の
閉
会
宣
言
と
共
に
午
後
４
時

総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

　
そ
の
後
、
部
会
総
会
、
続
い
て
10
年
ぶ
り
の
合
同
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
片
山
事
務
局
長
）

　
　

　
　

美
術
展
覧
会
は
、
今
年
度
で
第
８１
回
目
を
迎
え
、
長
い
歴
史
を
紡
い
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
「
高
校
生
世
代
奨
励
賞
」
を
新
設
さ
れ
る
な
ど
、

近
年
は
若
い
世
代
の
活
躍
に
向
け
た
様
々
な
取
組
を
実
施
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
幅
広
い
世
代
か
ら
数
多
く
の
芸
術
性
の
高
い
素

晴
ら
し
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
貴
協
会
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
が
県
民
の
芸
術
活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
証
し
で
あ
る
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

　
昨
今
、
急
速
な
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
人
々
の
価
値
観
も
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
芸
術
の
門
戸

を
広
く
開
き
、
人
々
の
創
造
性
を
育
む
「
芸
術
の
力
」
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
貴
協
会
が
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
こ
ら
れ
た
文
化
芸
術
の
土
壌
を
、
皆
様
と
と
も
に
守
り
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
格
別
の
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
福
岡
県
美
術
協
会
の
更
な
る
御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
御
多
幸
、
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

福
岡
県
美
術
協
会
定
時
総
会
を
終
え
て

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
美
術
協
会

理
事
長

宇
田
川 

宣
人
　

　
去
る
６
月
20
日
に
福
岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
令
和
８
年
度
福
岡

県
美
術
協
会
定
時
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
理
事
長
挨
拶
後
、来
賓
と
し
て
、福
岡
県
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
市

町
村
・
地
域
振
興
部
文
化
局
」
の
市
村
文
化
局
長
は
じ
め
、
比
山
社
会
教
育

課
長
、
日
高
県
立
美
術
館
館
長
、
今
林
県
議
会
議
員
、
安
武
西
日
本
新
聞
社

取
締
役
等
の
14
名
の
ご
来
賓
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
４
名
の
ご
来
賓
か
ら
心
温
ま

る
励
ま
し
の
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
総
会
の
議
題
は
、
審
議
事
項
の
「
令
和
７
年
度
決
算
の
承
認
」
１
件
と
「
令

和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
」
等
の
３
件
の
報
告
事
項
で
し
た
が
、

全
議
案
に
つ
い
て
特
段
の
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
、「
会
員
の
異
動
」
に

お
い
て
、
ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
名
や
新
入
会
員
の
紹
介
、
会
員
在
籍
40
年
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
、「
定
時
総
会
」
は
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
、
各
部
会
の
総
会
と
全
部
会
会
員
と
賛
助
会
員
と
来
賓
に
よ

る
「
懇
親
会
」
が
約
10
年
ぶ
り
に
、
１
０
０
名
の
出
席
者
を
得
て
開
催
さ
れ
、

全
て
の
総
会
行
事
を
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
皆

様
は
じ
め
、
理
事
、
監
事
、
部
会
委
員
、
会
員
、
事
務
局
の
皆
様
の
ご
指
導
と

ご
協
力
、
ご
尽
力
に
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、「
定
時
総
会
」
は
正
会
員
が
６
月
の
毎
年
度
終
了
時
に
、
定
款
に
定

め
ら
れ
て
い
る
決
議
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
行
う
会
で
あ
り
ま
す
。
理
事
会
の
運

営
や
会
員
の
行
為
等
に
特
別
な
問
題
が
な
い
場
合
は
前
年
度
の
「
決
算
の
承
認
」

が
最
重
要
議
題
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
様
々
な
事
業
が
公
益
社
団
法
人

と
し
て
適
正
で
あ
り
、
ま
た
、
適
格
に
運
営
、
実
施
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
前
年

度
の
反
省
を
踏
ま
え
た
、
発
展
的
な
方
策
が
次
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
問
わ
れ
る
場
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
観
点
か
ら
、
事
業
報
告
の
公
益
目
的
事
業
で
あ
る
「
県
展
（
会
員
展
・

公
募
展
）」「
県
シ
ニ
ア
美
術
展
」、「
各
地
域
に
よ
る
美
術
活
動
の
助
成
」
等
に

つ
い
て
は
共
催
者
で
あ
る
福
岡
県
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
福
岡
県
立
美
術
館
、

西
日
本
新
聞
社
等
の
ご
指
導
と
ご
助
成
を
賜
り
、
充
実
し
た
運
営
に
よ
り
一
定

の
成
果
と
評
価
を
得
て
、
昨
年
度
も
福
岡
県
の
美
術
・
芸
術
の
向
上
と
普
及
振

興
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
同
じ
く
定
款
３
条
の
「
目
的
」
に
掲
げ
ら
れ
た
「
７
部
門
に
属
す

る
福
岡
県
関
係
美
術
家
の
相
互
研
鑽
と
親
和
」
の
対
応
は
協
会
の
多
会
員
数
か

ら
、
ま
た
、
経
費
の
問
題
か
ら
も
、
対
応
を
敬
遠
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続

い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、今
回
、懇
親
会
を
会
費
制
の
自
由
参
加
に
し
、

７
部
会
会
員
相
互
と
、
ま
た
、
賛
助
会
員
と
の
交
流
を
図
り
、
更
に
、
会
員
が

公
益
社
団
法
人
の
「
社
員
」
と
し
て
の
基
本
的
知
識
と
守
る
べ
き
ル
ー
ル
に
つ

い
て
、
奥
田
顧
問
弁
護
士
（
協
会
監
事
）
の
卓
話
に
よ
り
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
賛
助
会
員
の
公
認
会
計
士
、
篠
原
理
事
と
竹
永
弁
護
士
、
更
に
、
今

林
県
議
会
議
員
か
ら
当
協
会
に
対
す
る
外
部
の
視
点
に
よ
る
ご
挨
拶
を
賜
り
、

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
研
修
と
交
流
を
兼
ね
た
内
容
の
濃
い
懇
親
会
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
協
会
に
は
慢
心
す
る
余
裕
が
残
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
様
々
な
課
題
が
横
た
わ
り
、
山
積
し
て
い
る
実
情
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
協
会
財
務
状
況
安
定
化
の
た
め
の
方
策
や
、
県
展
出
品

者
と
会
員
、
役
員
の
若
年
化
方
策
、
ま
た
、
県
展
・
県
シ
ニ
ア
美
術
展
の
出
品

者
数
と
集
客
者
数
の
増
加
対
策
と
都
市
圏
以
外
の
出
品
者
増
加
対
策
、
更
に
、

駐
車
場
管
理
体
制
の
移
行
に
伴
う
搬
出
入
作
業
方
策
や
新
県
立
美
術
館
に
お
け

る
当
協
会
美
術
活
動
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
や
懸
案
事
項
に
つ
い

て
理
事
会
に
お
い
て
真
摯
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
来
賓
祝
辞

福
岡
県
立
美
術
館
　

館
長日

高 

公
徳
　

　
福
岡
県
美
術
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
１
９
４
０
年
に
発
足
さ
れ
て
以

来
、
本
県
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
多
大
な
る
御
尽
力
を
賜
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
第
81
回
を
数
え
る
当
館
と
の
共
催
事
業
で
あ
る
福
岡
県
美

術
展
覧
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
１
９
４
０
年
に
第
１
回
展
を
開
催
し

て
以
来
、
こ
れ
ま
で
県
民
の
皆
様
の
美
術
活
動
の
総
体
を
示
す
展
覧
会
と
し

て
全
国
で
も
有
数
の
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
近
年
、
出
品
者
の
方
の
高
齢
化
、
ま
た
出
品
数
の
減
少
と

い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
次
代
を
担
う
世
代
の
参
加
促
進
が
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
貴
協
会
の
皆
様
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込

み
の
導
入
、
あ
る
い
は
高
校
生
世
代
の
出
品
料
引
き
下
げ
な
ど
を
実
施
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
は
新
た
に
「
高
校
生
世
代

奨
励
賞
」
を
創
設
し
、
更
な
る
環
境
の
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、当
館
が
会
場
で
あ
る
「
福
岡
県
シ
ニ
ア
美
術
展
」
の
開
催
を
は
じ
め
、

県
内
各
地
の
美
術
展
覧
会
へ
の
指
導
、
後
援
あ
る
い
は
助
成
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
本
県
の
芸
術
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と

に
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
５
月
30
日
に
宇
田
川
理
事
長
に
も
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
、
新
し

い
県
立
美
術
館
の
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
そ
の
整
備

さ
れ
て
い
く
さ
ま
を
多
く
の
方
が
実
際
に
感
じ
、
期
待
も
膨
ら
ん
で
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
当
館
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
民
の
皆
様
が
芸
術
に
親

し
み
、
そ
の
魅
力
を
実
感
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
く
職
員
一
同
日
々
の
業
務
に
誠
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
本
県
の
芸
術
文
化
の
更
な
る
振
興
・
発
展
に
向
け
、
皆
様
と

手
を
携
え
て
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
支

援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
貴
協
会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
更
な
る
御
健
勝
、

御
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

定時総会 新入会員の紹介（書部会）

定時総会懇親会 奥田監事の卓話


